
3.サポート補助制度について  

2. (連載)津山Bizオリジナル  マーケティング教室 

1.平成２９年度の主な重点事業について  

4. 役に立つイベントのご案内（４～５月分） 

201７年４月 

つやまビジネス通信はつやま産業支援センターがお届けする情報誌です。 

【会場】 津山市役所 東庁舎1階 Ｅ101会議室（津山市山北663） 

〇つやま産業支援センター（各種補助制度など） 

〇岡山県産業振興財団（各種補助制度など） 

○岡山県経営改善センター（経営改善支援） 

〇岡山県事業引継ぎ支援センター(事業承継支援) 

〇岡山県プロフェッショナル人材戦略拠点 

          （プロ人材のマッチング） 

〇岡山県よろず支援拠点（経営相談） 

 平成２９年度の支援制度などについて、関係団体
が集まり、合同で制度説明会を開催します。 

 昨年度と内容が変わったもの、今年度から新たに
始まる制度についてもご説明しますので、ぜひご参
加ください。 

 また、当日は説明会後に個別相談の時間も設けて
おります。 

平成29年 ４月２１日(金) 
     14：00～16：00 

つやま産業支援センター・ 
(公財)岡山県産業振興財団 

合同開催 

つやま産業支援センターは開設３年目を迎えました 
 これもひとえに、皆様のお力添えのおかげと、深く感謝しております。 

 昨年度は、さまざまな分野での取り組みを精力的に進めた結果、地域発信力の向上や産業力
の基盤づくりなどにおいて一定の進展が見られたところですが、今年度においても引き続き、
さまざまな施策を強力に推し進め、市内産業の発展及び地域経済の活性化を図って参ります。 

個別相談（希望者のみ）16：00～17：00 

幸福度世界ＮＯ．１のデンマークに学ぶ 
次世代のいきいき街づくり 

津山まちなかカレッジ オープン記念セミナー 

講 師：銭本 隆行（ｾﾞﾆﾓﾄ ﾀｶﾕｷ）氏 
日時：5月15日(月)17:00～18:30 
会場：津山市立図書館視聴覚室 
    （アルネ・津山４Ｆ） 
受講無料 先着５０名 

幸せな国ランキング 
連続世界１位 

創造性を育む 
教育システム 

男女平等指数 
世界２位 

デンマークはこんなところがすごい 



つやま産業支援センター Ｈ２９年度の主な重点事業 

産業形成と進化 

個別の企業支援 

地域産業人材の 
育成 

外部人材の受け入れ・ 
ネットワーク形成、 

創業支援 

関連する行政施策
との密接な連携や
コーディネート 

・「津山まちなかカレッジ」の開設 
・企業向け研修事業の再編と充実 
・人材確保・育成の支援 
・社内教育の促進 

・イノベーション・プラットフォーム事業 
・つやまイノベーションセンターの強化と連携 
・地域連携による産業集積化 
・「津山スタイル」構築事業 

・ファクトリーブランズ プロジェクト 
・付加価値支援・事業体質転換支援 
・販売・販促支援 
・中小工場等の自動化・高度化支援 
・経営相談等の体制整備 
・事業承継支援 

Tsuyama-Biz Marketing 津山Biz オリジナル マーケティング教室 
No.2８ 「参入障壁」という武器 

最初に質問です。新事業の候補として、手軽かつ効果的に
始められる事業と、スタートするのに骨が折れそうな事業
があったら、あなたはどちらを選びますか？ 

一般的にはもちろん前者を選ぶ方が多いと思います。しか
し、本当に事業を成功させようとしたとき、必ずしもその
選択が適切とは言えない場合があります。今回お話するの
がそれを裏付ける「参入障壁」という考え方です。参入障
壁とは事業への参入の難易度を示すものです。簡単に言え
ば参入しやすい事業は障壁が低く、反対に参入が難しい事
業は高いということです。 

ポイントは何かと言えば、誰でも簡単に参入できる事業は、
始めるのは容易でも、すぐに追随者が出てきてあっという
間に過当競争に陥るということです。そうした事業は結果
として長続きしないことになります。小さな飲食店などは
典型で、気持ちさえあれば誰でも始められる反面、入れ替
えが激しく、長続きする店はむしろ少数と言えます。所定
の設備を入れればとりあえず始められる事業も同様です。
過当競争のあげく衰退していった業態の例としては、カラ
オケルーム、バスツアー会社、コピーショップなどがあげ
られます。当初は目新しさから人気が出たとしてもすぐに
追随されて淘汰されていきます。特に小資本で始めた事業
は大資本の参入でひとたまりもなく撤退を余儀なくされる
ケースが目立ちます。 

事業は長い時間軸の中で展開するものです。そのため一時
的に大きな売り上げが上がっても早期に手仕舞いしなけれ
ばならないものは、結果として価値が低い事業ということ
になります。そのことを次の図で示してみました。事業Ａ
はトレンドに乗って一気に事業を伸ばしたものの、後から
参入した企業との競争に巻き込まれ早期に撤退しました。 

短期で終わる事業と 
長く継続する事業 

対して事業Ｂは当初の売り上げは少なくとも継続して
少しずつ成長しています。どちらが好ましいかは一目
瞭然でしょう。そして事業Ａのようにならないための
工夫の一つが「参入障壁」なのです。意図的に障壁を
つくることで競合が後から入ってきにくい状況を生み
出します。実際、長期にわたり成長している事業の多
くはこうした仕掛けを導入しています。例えば人材の
訓練によって簡単に真似できない組織をつくる、基幹
技術を特許などで押さえる、業界標準にしてしまう、
流通網を早期に構築する、など様々な手法があります。
広い意味ではブランドづくりも参入障壁の一つです。 

最初の質問に戻ると、スタートに骨が折れる事業は他
社も参入しにくいことを意味するので、そこを乗り越
えることができたらＢ事業のようになりやすいと言え
ます。つまり苦労は武器になるということです。新た
に事業を開始したいと考えている場合は、どうやって
参入障壁をつくり過当競争を避けるかという観点でも
検討していくことが大切です。（小坂 幸彦） 



補助金名 概  要 補助率 補助上限額 

① 
専門家派遣 
サポート補助金 

岡山県産業振興財団、中小企業基盤整備機構等が実施する専
門家派遣事業および経営改善計画策定に要する費用 

1/2以内 
10万円 

（経営改善計画策定：30万円） 

（同一年度内） 

② 
長期研修会参加 
サポート補助金 

岡山県産業振興財団、中小企業基盤整備機構等が実施する研
修会参加に要する費用 

1/2以内 10万円（同一年度内） 

③ 
販路開拓 
サポート補助金 

県外で開催される見本市、展示会、博覧会への出展に要する費
用 

1/2以内 
（初回：2/3以内） 

国内：30万円 
国外：50万円 

日本語以外の言語を主に使用したインターネットのホームページ
作成費用、商品カタログ作製費用 

2/3以内 50万円 

マーケティングリサーチおよびテストマーケティング費用 2/3以内 
ﾃｽﾄﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 30万円 
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾘｻｰﾁ50万円 

つやま産業支援センター専門家派遣事業に伴う中小企業事業者
による新規のホームページ作成費用 

1/2以内 5万円 

つやま産業支援センター補助金メニューを活用して開発した製品
を販売開始するためのプロモーション費用 

1/2以内 50万円 

④ 
設備導入 
サポート補助金 

岡山県産業振興財団が行う設備貸与制度を利用して設備導入す
る事業者への補助（補助対象：保証金） 

(1)ロボット導入等2/3以内 
(2)上記以外    1/2以内 

200万円 
（同一年度内） 

⑤ 
プロフェッショナル人材
等採用サポート補助金 

プロフェッショナル人材、エキスパート人材を採用した事業者への
補助 

1/1以内 50万円 

⑥ 
付加価値化・事業転換 
サポート補助金 

中小企業者等が、付加価値のある新商品開発若しくは下請から
の事業転換を図るための新商品開発の費用 

⑴および⑵の合計 
  ⑴10万円以内は 
    10分の10以内 
  ⑵10万円を超える部分は 
    2分の1以内 
（革新性ある事業は上記10万
⇒20万） 

50万円 
（革新性ある事業： 

100万円） 

⑦ 
知的財産権取得 
サポート補助金 

特許権・実用新案権・意匠権の取得に係る費用 1/2以内 
特許権：20万円 

特許権以外：10万円 

⑧ 

産学官連携による 
研究開発 
サポート補助金 

大学・高等専門学校等と中小企業者等が、新商品の開発や新技
術の導入を目的に実施する共同研究及び委託研究 

⑴および⑵の合計 
  ⑴100万円以内は 
    10分の10以内 
  ⑵100万円を超える部分は 
    2分の1以内 

300万円 

⑨ 
新製品・新技術開発 
サポート補助金 

革新的な新製品、新技術、付加価値製品などの開発費用。特に
自社技術を用いた新事業展開、地域資源を用いた付加価値製品
の開発、地域内企業の連携による革新的技術の開発等を優先。 

1/2以内 
200万円 

（革新性ある事業： 
500万円） 

⑩ 

自動化・省力化・ 
ロボット技術実証 
サポート補助金 

機械等を用いた自動化、省力化に資する新製品及び新技術開発
のための試作品等開発、実証実験、試験運用、試験結果の分析
及び製品改良の費用。特に工場、作業現場、農林業などの人的
作業を軽減する製品や技術の開発を優先。 

2/3以内 
300万円 

（2社以上共同： 
500万円） 

⑪ 
サテライトオフィス設置・
創業等サポート補助金 

市外の中小事業者、ＵＩターン創業希望者、市内の創業希望者
（第２創業含む）が、センターの認める業種・業態【ソフト系事業（Ｉ
Ｔ、設計、デザイン）】で、３年以上の事業計画を有し、市内の古い
空き家等を利用して新たに事務所を開設する際に係る費用 

事務機、改修費：1/2以内 
家賃：1/2以内（1年目） 
家賃：1/3以内（2年目） 
家賃：1/4以内（3年目） 
※改修費・家賃はいずれかを選択 

改修費：300万円 
事務機等：50万円 
家賃（月）：15万円 
※正社員2名以内の場合は別途 
 金額を定める 

更に拡充した当センターのサポート補助制度、ぜひご活用下さい 

補助金に関してのお問合せ先 ： つやま産業支援センター ＴＥＬ ２４－０７４０ 

意欲ある企業を様々な仕組みで応援します。お気軽にご相談ください 

補助金対象者：津山市内に事業所、工場を持つ中小企業者、個人事業者、創業予定者 



       発行元・ 
お問い合わせ先    

つやま産業支援センター事務局（津山市産業経済部みらい産業課） 

津山市山北663 津山市役所東庁舎１階 ℡ 0868-24-0740   E-mail：info@tsuyama-biz.jp 

毎月第２水曜日 ９時～１７時 

会場： 
【偶数月】作州津山商工会本部会館 

【奇数月】作州津山商工会久米支所会館 

お問合せ・相談お申し込み先  
  岡山県よろず支援拠点 

   電話 086-286-9667 

津山商工会議所 作州津山商工会 よろず支援拠点のご案内 

月曜日 １３時～２０時  

水曜日   ９時～１７時 

会場：津山商工会議所 

※お問い合わせ先  ①ポリテクセンター岡山      ℡086-246-2530   ②岡山県知財総合支援窓口 ℡086-286-9711 
                ③つやま産業支援センター     ℡0868-24-0740   ④テクノサポート岡山    ℡086-286-9661 
         ⑤津山まちなかカレッジ事務局 ℡0868-31-2232    

日 付 イ ベ ン ト 名 等 概    要 時 間 会   場 ※ 

4月 

18
～
21 

NC旋盤実践技術 
生産手段の変更や工程の改善・改良等の業務が出来る事を目
指して、技術検定2級相当の外径・内径核のプログラム作成手
法及び工具補正の設定法を課題加工実習を通して習得します。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

19, 

26 
製造現場におけるヒューマン 
エラー対策と実践的技法 

製造現場における不良ゼロ達成を目指して、ヒューマンエラー
の発生要因の分析及び防止の実践的な手法を体得し、作業生
産性の向上を図るとともに、実践的な作業管理が行える能力を
習得します。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

19 
岡山県知財総合支援窓口 
津山サテライト窓口 

中小企業の知的財産（知財）の悩みや課題に対応します。 10:00～15:00 
つやま産業 

支援センター 
② 

21 中小企業支援制度説明会 

平成29年度のつやま産業支援センターと（公財）岡山県産業振
興財団の支援制度を同時にご案内いたします。各種補助制度、
経営改善支援、事業承継支援、プロ人材のマッチング、経営相
談等。 

14：00～16：00 
つやま産業 

支援センター 
③ 

5月 

9
～
12 

旋盤精密加工技術 

部品加工や治工具製作における旋盤作業の技術高度化を目指
して、技能検定2級相当の旋盤作業(テーパ加工、偏心加工、ね
じ加工、はめ合わせ加工等）を課題加工実習を通して習得しま
す。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

10
～
11 

実践低温溶接施工の 
    テクニック（ろう付け） 

低温溶接の技術高度化をめざして、技術者の技能レベルを診
断し、各課題実習を通して、低温溶接に対しての技術を補い、
実際に起こりうる品質上の問題点の把握及び解決手法を習得
します。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

15 
津山まちなかカレッジ 
オープン記念セミナー 

幸福度世界No.1デンマークに学ぶ、いきいき街づくり。世界一に
なったその秘密は何なのか。日本が見習うべき点は？ 

17：00～18：30 
津山市立図書館 
視聴覚室 

⑤ 

17 
岡山県知財総合支援窓口 
津山サテライト窓口 

中小企業の知的財産（知財）の悩みや課題に対応します。 10:00～15:00 
つやま産業 

支援センター 
② 

17 

津山高専技術交流プラザ総会
＆つやまイノベーションセンター 
３研究会オープニング式典 

津山高専プラザ総会でH28年度事業報告、H29年度事業計画に
ついての説明、並びにつやまイノベーションセンター各研究会
の報告、つやま産業支援センターの事業紹介、企業PR会交流
会を予定しております。 

17：30～20：30 津山国際ホテル ③ 

17, 

24 
問題解決力の強化と 
     現場改善の進め方 

生産現場における製造工程の効率化をめざして、現場指導者
に必要は現場改善技法と指導技法を習得します。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

23
～
24 

LAN構築施工・評価技術 
LAN配線工事作業における、施工品質の改善や作業の効率
化・最適化を目指して、実践的かつ適切な工事方法、施工後の
測定に関する技能・技術及び評価方法を習得します。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

25 
PLCプログラミング技術 
 (ラダー編） 

自動化設備の効率化をめざして、自動化ラインを構築するため
に必要な制御プログラミングの手法を習得します。 

9：30～16：30 
ポリテクセンター

岡山 
① 

26
～ 第12期  後継者育成塾 

将来経営者になる、経営者に就任して間もない方を対象に開講
する「後継者育成塾」では経営者としての心構えや「自己改革」
を促し、素質の向上を目的に研修を行っています。 

9：30～16：30 
テクノサポート 

岡山 
④ 


